






























































農産物 林産物 水産物 輸出総額
2004 2,038 88 1,482 3,609
2005 2,168 92 1,748 4,008
2006 2,359 90 2,040 4,490
2007 2,678 104 2,378 5,160
2008 2,883 118 2,077 5,078
2009 2,637 93 1,724 4,454
2010 2,865 106 1,950 4,920
2011 2,652 123 1,737 4,513








































2010年 2011年 前年増減率 2012年 前年増減率
7.2△155,556699,376額出輸総 637,436 △ 2.8
　うち農林水産物計 4,920 4,513 △8.3 4,497 △ 0.4
　　　うち農産物計 2,865 2,652 △7.4 2,680 1.0
　　　　　うち畜産品 395 309 △21.9 295 △ 4.5
　　　　　　　うち牛肉 34 35 2.4 51 46.5
　　　　　　　うち酪農品 154 56 △63.4 22 △ 60.8
　　　　　うち農産品 2,467 2,341 △5.1 2,383 1.8
　　　うち林産物計 106 123 16.5 118 △ 4.4




合計 対前年比 合計 対前年比
2006 74 - 650 -
2007 271 266.2 2,043 214.3
2008 585 115.9 4,073 99.4
2009 565 -3.4 3,773 -7.4
2010 541 -4.2 3,398 -9.9
2011 573 5.9 3,480 2.4








































































国/地域 数量 金額 国/地域 数量 金額 国/地域 数量 金額
2006 アメリカ 40 338 ベトナム 20 143 マレーシア 8 114
2007 アメリカ 127 1,080 ベトナム 80 499 香港 57 409
2008 ベトナム 346 2,281 アメリカ 109 938 香港 116 757
2009 ベトナム 346 2,292 香港 112 655 アメリカ 72 570
2010 ベトナム 187 1,217 香港 204 1,126 マカオ 71 445
2011 カンボジア 204 1,335 香港 190 974 マカオ 131 838





アメリカ 香港・マカオ シンガポール タイ 合計
2007年度 0.0 10,240.6 0.0 0.0 10,240.6
2008年度 5,053.2 11,744.9 0.0 0.0 16,798.1
2009年度 7,841.9 8,575.7 0.0 0.0 16,417.6
2010年度 743.1 21,653.0 0.0 0.0 22,396.1
2011年度 0.0 21,722.4 2,413.1 0.0 24,135.5


































































実数 全国シェア 香港 アメリカ カナダ シンガポール マカオ タイ
2001 51 8 15.7 8 - - - - -
2002 42 - - - - - - - -
2003 48 - - - - - - - -
2004 99 - - - - - - - -
2005 49 1 2.0 - 1 - - - -
2006 99 53 53.5 - 53 - - - -
2007 345 152 44.1 81 71 0.3 - - -
2008 551 143 26.0 52 89 1 - - -
2009 676 142 21.0 86 32 2 21 1 0.03
2010 498 221 44.4 176 1 - 12 32 -











頭数 重量 頭数 重量 頭数 重量 頭数 重量
1990 38 1,419.3 - - - - 38 1,419.3
1991 68 1,956.1 - - - - 68 1,956.1
1992 53 1,171.1 - - - - 53 1,171.1
1993 62 1,419.5 - - - - 62 1,419.5
1994 65 1,142.5 - - - - 65 1,142.5
1995 37 1,381.8 - - - - 37 1,381.8
1996 46 1,371.0 - - - - 46 1,371.0
1997 54 1,531.7 - - - - 54 1,531.7
1998 81 2,468.8 - - - - 81 2,468.8
1999 75 3,262.5 - - - - 75 3,262.5
2000 0 0.0 - - - - 0 0.0
2001 0 0.0 - - - - 0 0.0
2002 0 0.0 - - - - 0 0.0
2003 0 0.0 - - - - 0 0.0
2004 0 0.0 - - - - 0 0.0
2005 17 1,168.8 - - - - 17 1,168.8
2006 374 23,521.1 - - - - 374 23,521.1
2007 465 37,908.9 508 34,960.4 - - 973 72,869.3
2008 554 24,065.5 670 48,219.0 - - 1,224 72,284.5
2009 330 14,336.7 547 34,828.4 118 9,255.0 995 58,420.1
2010 4 165.5 1,137 65,527.4 123 6,441.3 1,264 72,134.2































産地 対アメリカ 対香港 対シンガポール 対タイ 合計
4月 2,998.1 1,318.8 4,316.9
5月 4,754.3 1,132.9 5,887.2
6月 3,178.6 1,277.0 4,455.6
7月 3,453.8 1,079.9 4,533.7
8月 2,680.1 1,261.2 3,941.3
9月 834.2 3,984.1 1,170.2 5,988.5
10月 687.3 3,449.0 1,334.1 5,470.4
11月 786.5 4,233.7 1,153.2 6,173.4
12月 551.7 3,051.3 1,131.4 4,734.4
1月 402.0 3,140.5 1,010.9 4,553.4
2月 612.0 3,083.5 1,121.0 4,816.5
3月 626.7 2,357.7 1,275.7 38.1 4,298.2


















































































































































































































で，上記の MLA や USMEF，カナダビーフは参考
になるであろう。
⑷　Wagyu ブランドの再構築～地理的表示の検討
を～
　香港でもバンコクでも「豪州産和牛」が販売され
ていたし，中国でも「和牛」表示の牛肉をみた。和
牛のブランドが海外の業者によって安易に利用され
ないような地理的表示などの対策が不可欠である。
⑸　輸出先の多元化
　輸出先を多元化することも必要である。ハラル認
証など宗教上クリアすべき問題はあるが，インドネ
シアやマレーシアなど経済が拡大していて輸出拡大
が見込めそうな国・地域へ直接届ける体制の整備を
急ぐべきである。
⑹　と畜・処理施設の新設と動物福祉への配慮
　九州の産地食肉センターの一部は，施設の老朽化
や立地地域の都市化，取扱量の減少などにより，産
地食肉センターの再編統合が必要になっているとこ
ろがある。再編統合の際は，牛と豚の処理施設を分
離し，ハラル認証を取得できる施設への改善が望ま
れる。また，欧州への輸出を考慮すると動物福祉に
も配慮した飼養法の改善も必要になる。官民を挙げ
た今後の取り組みに期待したい。
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